
23)油田香織,宮地琉弘,山下晶子,勝山成美,今西

美知子,,T.田昌子,恭羅雅人,高田昌彦 (2008)

大脳皮質研頂迎合野から一次運動野-の多シナ

プス性投射様式.那 31回日本神経科学大会

(2008/07,刀工京).

24)市押大紙 皿英司.宮地爪弘,井上冨礁-.南部取

m;田口彦 (2008)rJTt軌耶 川見側部から運的前野
背側部-の経シナプス投射.節31回日本神経科

学大会 (2008/07,東京).

25)丹野言樵治,原百実,城野直子,藤田良樹,三上孝

允 (2008)脳卒中片麻蜂患者の立位姿勢に及ぼ

す視覚的影響について 第3報.第43回日本理学

療法学術大会 (2008/05,福岡).

26)脇田真晴 (2008)ブローカ野は観察する行為の

何に反応するのか.日本心理学会第 72回大会

(2008/09,札幌).

27)宮地盃弘 (2009)｢ウイルスを用いた多シナプス

性神経連絡の解析｣.日本解剖学会第 114回全国

学術典会 シンポジウム ｢最近の神経回路網解明

のシンポ｣ (2009/03,岡山).

講演

1) 三上章允 (2008/10/17)サルの脳とヒトの脳.岐

阜高校 岐阜.

2) 三上章允 (2008/12/9)視覚情報は脳内でどのよ

うに処理されるのか.瑞陵高校 名古屋.

3) 脇田真清 (2008/12/20)ミラーニューロンは利己

的だ.同志社大学文学部心理学科海馬研究会 同

志社大学.

4) 脇田其晴 (2008/5/28)運動性言語野はいかにし

て他者の行為を観察するか.中部大学人文学部

心理学科心理コロキウム 中部大学.

5) 脇田真晴 (2008/8/30)音楽研究から学ぶ行為の

脳機能.生存科学研究所 銀座フェニックスプラ

ザ.
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分子生理研究部門

器官調節分野

林31忘治 (教授),大石高生 (恥教授),国枝匠 (技術

補佐El),詑見地,怜垣小百合 (大学院生)

<研究概要>

A)霊長類脳の発達と加齢に関する研究

林基治,大石拓生,詑兄畑,輸垣小百合

1)23才から30才のメス老齢ニホンザル5例の肩挑

体における老人斑蓄積の有矧 こついて,Aβ1･42に対す

る免疫組織化学法を用いて検討した.その結果,全ての

老齢サルの扇桃体に老人斑が存在することが確認され

た.現在脳老化過程の分子マーカーのソマトスタチンの

老化過程 (Hayashi,1997)との関連について調べてい

る.

2)従来,老齢ラット,マウス,ウサギの脳内には

老人斑は観察されないことが知られている.加齢に伴う

老人斑苗積の分子的メカニズムを進化的観点から明ら

かにするため,7才から9才の老齢ツパイ脳内に老人斑

の有無を調べた.その結果,コンゴ-レッド陽性構造は

わずかしか存在しなかったが,Aβ1-42の免疫活性構造

が大脳皮質,海馬台,基底核,乳頭体,視床下部に観察

された.一方 1才9ケ月の若年ツパイにはAβ1-42の免

疫活性構造は全く観察されなかった.従って老齢ツパイ

の脳内には初期段階のアミロイ ド苔椛が起こっている

ことが示唆された.これらの研究は,エバ-ハル ト･フ

クス教授 (ゲッチンゲン大学)と山下晶子氏 (日本大学)

との共同研究である.

3)免疫組織化学の手法を用いて,GnRHニューロン

周辺のアストロサイトの発達変化を解析した.GnRHニ

ューロンの細胞体,近位樹状突起どちらにおいてもアス

トロサイ ト線維の近接が春機発動後に減少することが

明らかとなった.この結晃から,春機発動期にグリアに

よるバリアが減少することで GnRHニューロンへのシ

ナプス入力が増加する可能性が示唆された.

4)閉経にともなう内分泌変化と情動 ･認知機能に

iE要な脳部位の組織学的変化の関連を明らかにするた

め,閉経前,閉経周辺期,閉経後および卵巣摘出個体の

海馬と前頭前野においてエストロゲン受容体 ERβおよ

びP450アロマターゼ (ェストロゲン合成酵素)の発現

を調べた.脳内ERβ発現は末梢よりも脳内局所のエス

トロゲンレベルによって制御されていることを示唆す

る結果が得られた.

5)脳内迫伝子発現プロファイルの加齢変化と,そ



れが認知機能に及ぼす影響を明らかにするため,成熟期,

老齢期のマカカ属の前頭前野や海馬における遺伝子発

現を網羅的に調べる研究に着手した.年齢の他,性別,

繁殖期,非繁殖期の別を考慮に入れて準備した試料から

RNAを抽出し,DNAマイクロアレイのスキャンを行っ

た.

B)リハビリテーションの脳内機構に関する基礎研究

大石高生

中枢神経系に損傷を負った場合には,損傷の部位と

程度に応じて機能が損なわれる.しかし,適切なリハビ

リテーションを施せば,機能はある程度回復する.この

現象の脳内メカニズムを明らかにするため,免疫組織化

学的手法で,皮質脊髄路損傷ザル及び非損傷ザルの脊髄

側索におけるGAp-43,アセチルコリントランスポーター

(vAChT)およびカルモジュリン依存性プロテインキナ

ーゼⅠⅠ(CAMK-ⅠⅠ)免疫陽性線維,終末を比較検討した.

非lfl似対照ザルでは縦走する軸索でのvAChT発現が弱

かった.それに対し,皮質脊髄路切断ザルの健常側の外

側皮質脊髄路 (lCST)の GAp-43陽性構造の一部が

vAChTを強く発現していた.切断側 1CST領域や灰白質

にはほとんどvAChT陽性構造はなかった.また,皮質

･Tf髄路切断ザルの健常側の外側皮質脊髄路や脊髄小脳

路でvAChTはCAMK-ⅠⅠと共存していた.この結果から,

机似後の機能代償には,皮質脊髄路ニューロンにアセチ

ルコリンが共発現することが関与している可能性が示

唆された.

C)脳画像データベース作成

大石拓生

MRlを用いた,ニホンザルの大脳を含んだ電子的脳

ア トラスを作成中である.MRIデータの三次元化と閲覧

のためのウェブアプリケーションを改良し,CT画像,

共焦点レーザー疏微鏡の画像を扱えるよう拡張した.

<研究業績>

原著論文

1) TakahashiK,LiuFC,OishiT,MoriT,HigoN,

HayashiM,HirokawaK,Takal1aShiH (2008)

ExpressionorFOXP2inthedeveloplngmonkey

forebrain:comparisonwiththeexpressionofthe

genesFOXPl,PBX3,andMEIS2.JCompNeuro1

509(2):180-9.

2) TbhnoY;TbhnoS,LalevaL,OngkanaN,MinamiT;

SatohH,OishiT,HayashiM,SinthubuaA,
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SuwannahoyIIMahakkanukra血P(2008)

Age-relatedchangesofelementsinthecoronary

arteriesofmonkeysincomparisorLwiththoseof

humanS.BioITraceElemRes125:141-153.

3) IchinoheN,HayashiM,WakabayashiK,Rockland

KS(2009)Distributionandprogessionoramyloid-P

depositsintheamygdalaortheagedmacaque

monkey,and paralleis with zinc distribution.

Neuroscience159:1374-1383.

総説

I) HayashiM (2008)Neuroactivemoleculesinthe

brainofnonhumanprlmateSandtheirtherapeutic

applicationtoneurodegenerativedisorders.Central

NervousSystem AgentsinMedicinalChemistry
8:220-228.

著書 (分担執筆)

1) 林基治 (2008)生き物たちのつづれ織り節 1巻

｢マカクの脳科学｣ (京都大学グローバル COE

プログラム広報委員会編)p.156-160中村印刷株

式会社. ノ

学会発表

1) HigakiS,TakumiK,ShimizuK,OishiT,HayashiM

(2008)Up-regulationorestrogenreceptorinthe

menopausalmonkeybrainsisnotdirectresponseto

deficitingonadal estrogen.The2ndIntemational

SymposiumortheBiodiversityGlobalCOBPrqject

(2008/ll,京都市).

2) HigoN,SatoA,YamamotoT,NishimuraY;OishiT;

MurataY,OnoeH,SaitoK,TsuboiF,TakahashiM,

IsallKqjimaT(2008)SPPlisselectivelyexpressed

inlargepyramidalneuronsinlayerVorthemacaquc

sensorimotorcortex.SocietyfわrNeuroscience2008

(2008/11,WashingtonD.C.).

3) MatsudaK,OishiT,HigoN,HayashiM (2008)

Web-based MRIBrain image databasesystem.

SocietyforNeuroscience2008(2008/I1,Washington
D.C.).

4) MurataY,HigoN,NishimuraY,OishiT,TsukadaH,

IsaI;OnoeH (2008)Changesinregionalbrain

activitiesinvolvedinrecoveryofdexteroushand

movementsafterlesionoftheprimarymotorcortex:

PETstudywithamacaquemonkey.Societyf♭r

Neuroscience2008(2008/I1,WashingtonD.C.).
5) OishiT,HigoN,MatsudaK(2008)Web-based3D

BiologicalImageDatabase.The2ndlntemationaI

SymposiumoftheBiodiversityGlobalCOEProject

(2008/ll,京都市).



6) SatoA,NishimuraY,OishiT,HigoN,MurataY,

OnoeH,SaitoK,TsuboiF,TakahashiM,TsaT.

KqjimaT (2008)Geneexpression analysisor

motor-relatedareasorlhcmonkeyneocortexduring

recoveryfromcorticospinaltractlesion.Societyfor

Neuroscience2008(2008/11,WashingtonD.C.).

7) YamasMta ,̂FuchsE,TairaM,HayashiM(2008)

Amyloidp-immunorcactivestructuresinthebrainof

agedtrccshrews.邦 31回日本神経科学大会

(2008/07,東京). .

8) 佐藤明,西村車93,大石前生,肥後範行,村田弓,

尾上浩隆,斎藤紀美香,坪井史治,高橋雅人,伊

佐正,小島俊男 (2008)皮質脊髄路損傷後の回復

過程におけるサル大脳新皮質運動関連領野の網

羅的遺伝子発現解析.第 31回日本神経科学大会

(2008/07,東京).

9) 清水慶子,伊藤麻里子,託見健,桧垣小百合,国

枝匠,毛利恵子,林基治 (2008)胎生期マカクザ

ルにおけるアンドロゲン曝露.第 24回日本正長

類学会大会 (2008/07,東京).
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迫伝子情報分野

平井啓久 (教授),今井啓雄 (准教授),中村伸 (助

敬),平井百合子 (技能補佐員),光永総子 (教務補

佐fl),松井淳 (研究員 (グローバルCOE)),菅原

辛 (研究員 (研究機関)),上岩美幸 (リサーチレジ

デント),永友兜一郎,細川和也 (受託研究員),

波速正孝 (学外非常勤講師),田中美希子 (大学院生)

<研究概要>

A)レトロトランスポゾン様反復配列複合構造(RCRO)

のゲノム内機能の解析

平井啓久,松林清明 (入獄進化モデル研死センター)

RCROが存在するチンパンジー耶7汲色体をモデ

ルとして,RCROがおよぽすキアズマ抑制に関する解析

をおこなった.チンパンジー雄の減数分裂細胞を,FISH

法およびPArNT法を用いて規整したところ,RCROが

存在する7q31ならびにセントロメア近傍柳城にはキア

ズマが起こっていないことが明らかになった.

B)新世界ザル類の染色体進化

平井百合子,平井啓久 .

クモザルの全敗色体の彩色プローブを,敗色休田微

切断法を用いて作別し,各種新世界ザル規の汲色体分化

を分析した.

C)光受容蛋白質の研究

寺井洋平,二階堂雅史 岡田典弘(以上,東京工菜大学),

今元泰 (京都大学大学院理学研究科),片山耕大,古谷

祐詞,神取秀樹 (以上,名古屋工業大学),群田平,

今井啓雄

様々な動物種について視覚光受容環白質の比較機

能解析を行った.まず,カワスズメ科魚籾シクリッドの

赤色光受容蛋白質が生息環境依存的に変_Tq_しているこ

とを明らかにした.また,ロドプシンに広く保存されて

いるアミノ酸残基の変異が中間体の反応速度を変化さ

せ,生息環境特界的な細胞応答を引き起こす可能性を示

唆した.さらに,HEK293培弟細胞を用いてカニクイザ

ル赤色感受性光受容野白G{fを大魚に発現させ,フ-リ'ェ

変換赤外分光法により分子内の構造変化を観測するこ

とを試みた.


